
 

令和６年度第３回 佐渡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年12月18日（水）午後２時から午後３時15分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

金田会長 小林副会長 尾田委員 篠原委員 

佃委員  渡辺（直）委員  

   
            

（会長、副会長以下50音順）
 

計６人 

警   察
 
鈴木署長 藤ノ木副署長 坂口警務課長 

大島生活安全課長 南波刑事課長 本間地域課長 

田邉交通課長 佐藤警備課長 東條会計課長 

計９人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年10月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の諮問事項に対する業務推進状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止 

(1) 地元ケーブルテレビ局の協力を得て、被害防止に関する情報発信を実施 

(2) 各種イベント会場や金融機関前における被害防止広報の実施 

(3) 防犯機能付き電話機贈呈による被害防止対策の強化 

(4) 被害を未然に防止したコンビニエンスストアに対する表彰の実施 

２ 高齢者の交通事故防止 

 (1) 交通安全教室等における交通法令遵守の呼びかけ 

    高齢運転者の交通ルール軽視が交通事故に直結すること及び加齢による身体能

力の衰えを自覚させる呼びかけ等の実施 

 (2) 各種交通活動を通じた交通安全知識習得のための講習 

    高齢者、高齢者家族及び一般運転者対象の交通事故を起こさない、被害に遭わ

ないための交通安全知識習得を目的とした各種講習の実施 

 (3) 高齢者家庭に対する戸別訪問による交通安全指導 

    交通安全指導に併せ、反射材の配布・直接貼付等の実施 

 (4) 関係機関と連携した指導・啓発活動 

  ア 各世代に即した交通安全教育や交通安全講話の実施 



  イ 企業のドライバーに対する交通安全講話の実施 

  ウ 佐渡市や交通安全協会と連携した街頭指導、各種交通事故抑止啓発活動の実

施 

  エ あらゆる警察活動を通じた運転に危険を生じさせるおそれのある者の把握と

臨時適性検査による運転資格継続の可否判断 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 「特殊詐欺被害防止」及び「ＳＮＳ型投資詐欺等被害防止」 

(1) テレビ、ラジオ等を活用した多角的な情報発信 

(2) 関係機関・団体、ボランティアと協働した広報啓発活動 

(3) 各種イベントや防犯講習等における広報啓発活動 

(4) 金融機関、コンビニエンスストア等における水際対策強化の働きかけ 

(5) 被害を水際で防いだ金融機関やコンビニエンスストア等に対する表彰 

２ 高齢者の交通事故防止 

 (1) 高齢加害者（運転者）対策の推進 

 (2) 高齢被害者（歩行者）対策の推進 

答申      

佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申し

た。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 諮問事項に対する意見等 

 (1) 「認知症の疑いのある運転免許保有者」とは、何らかの基準があるのか。 

   ○ 免許更新時の認知症検査のほかに、事故捜査、取締り等のあらゆる活動を通

じて、認知症の疑いのある運転者を把握した場合、検査を受けてもらうよう促

し、危険性等を判断するとともに、本人に認知症の度合いを自覚してもらうよ

うにしています。 

２ その他の意見等 

 (1) 最近の特殊詐欺等の発生傾向及び被害者の年齢的特徴は。 

   ○ 被害金額の状況から、最近は特殊詐欺からＳＮＳ型投資詐欺及びロマンス詐

欺へ移行しているように感じられます。 

     被害者の年齢は若年層から高齢層まで幅広くなっています。 

 (2) 高齢者の交通事故防止に係る高齢者宅戸別訪問は歩行者対策か。 

   ○ 車両運転者及び歩行者両面の交通安全指導を実施しています。 

 (3) 制限速度以下の著しい低速走行をしている車両を見かけることもあるが、何ら 

かの対応はできないか。 

○ 速度規制は「制限速度までの速度で走行して良い」との規制であり、最低速

度規制がなければ、取締り対象とはなりません。 

  ただし、交通の円滑な流れの面から問題と思われる走行形態を現認した場合



などには、積極的な声掛けを実施しています。 

 (4) 家屋侵入を伴う犯罪に対し、警察として効果的と考えている防犯対策はあるか。 

   ○ 最近はサッシ戸でもクレセント錠だけでなく、更に防犯機能を加えたものが

販売されているので、そうした物を利用するのも良いと思われるし、ガラスに

フィルムを貼ることにより、ガラスが割られた際に破片が崩落しない措置を講

じることもできます。 

     家屋に侵入を企図する者は、侵入に時間がかかることを嫌がることから、侵

入を断念するケースもあります。 

 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故の発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明が

あり、了承された。 

その他    

【警察署協議会の開催状況】 

   
  

  

 

 


